
《履修モデル１》社会福祉士受験資格取得履修モデル

養成する人材像：社会福祉士受験資格を取得して専門職として、また、社会福祉の専門的知識と技術を生かして社会に貢献する人材を養成する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
小計 合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基本科目

◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅰ 2 ◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅱ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅰ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅱ 2 〈社〉 医療福祉論 2 〈社〉 公的扶助論 2

44

96

〈社･保〉 子ども家庭福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 子ども家庭福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅰ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅱ 2 〈社･精〉 権利擁護と成年後見制度 2 医学一般Ⅱ 2

〈社･精〉 障害者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 障害者福祉論Ⅱ 2 〈社〉 福祉サービスの組織と経営 2 〈社･精〉 社会理論と社会システム 2 〈社･精〉 医学一般Ⅰ 2

〈社〉 高齢者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 高齢者福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 司法福祉論 2

〈社･精〉 心理学理論と心理的支援 2 キリスト教社会福祉論 2

方法・技術

科目

〈社･精〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ 2
14

〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 〈社〉 社会福祉調査法 2

技術演習・

実習科目

〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅲ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅳ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅴ 1

17〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワー実習指導Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 2

〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅱ 4

専門領域科目
〈精〉 精神保健学Ⅰ 2 〈精〉 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 〈保〉 社会的養護Ⅱ 1

7
〈保〉 社会的養護Ⅰ 2

専門展開科目 国際福祉論 2 2

保育に

関する科目
0

専門演習・

卒業論文

◎〈卒〉 基礎演習 2 ◎〈卒〉 専門演習Ⅰ 2 ◎〈卒〉専門演習Ⅱ 4
12

卒業論文 4

小計 14 13 20 12 12 17 0 8 96

共
通
科
目

基
幹
科
目

ライフデザイン ◎キリスト教学Ⅰ 2 ◎キリスト教学Ⅱ 2 4

28

リテラシー

◎英語Ⅰ 1 ◎英語Ⅲ 1

12

◎英語Ⅱ 1 ◎英語Ⅳ 1

外国語２単位 外国語２単位

◎[遠隔]スタディスキルⅠ

(基礎・学びの基本)
1

◎[遠隔]データリテラシー 2

◎ヘルスリテラシー 1

教
養
科
目

人文科学 ４単位分を選択 4

社会科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

自然科学 ４単位分を選択 4

超域科学 0

GLA 0

小計 8 4 4 4 4 4 0 8 36

合計 22 17 24 16 16 21 0 8
124 124

年次合計 39 40 37 8

※◎は必修科目を表す。

※毎年度の開講科目の調整や各自の単位修得状況により、必ずしも本履修モデルとおりの履修が可能とは限らない。各自で卒業要件及び時間割を参照の上、履修計画を立てること。

※卒業に必要な科目の単位を修得できなかった場合は、翌年度以降に再履修すること。その際、各自で履修計画を再検討すること。

※共通科目基幹科目のうち、必修英語4単位以外の外国語については、各自で卒業要件を確認すること。
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養成する人材像：社会福祉士受験資格および精神保健福祉士受験資格を取得して専門職として、また、社会福祉の専門的知識と技術を生かして社会に貢献する人材を養成する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
小計 合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基本科目

◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅰ 2 ◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅱ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅰ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 権利擁護と成年後見制度 2 〈社〉 公的扶助論 2

40

116

〈社･保〉 子ども家庭福祉論Ⅰ 2 〈実習要件･保〉 子ども家庭福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅰ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅱ 2 〈社〉 医療福祉論 2

〈社･精〉 障害者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 障害者福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 司法福祉論 2 〈社･精〉 社会理論と社会システム 2 〈社･精〉 医学一般Ⅰ 2

〈社〉 高齢者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 高齢者福祉論Ⅱ 2 〈社〉 福祉サービスの組織と経営 2

〈社･精〉 心理学理論と心理的支援 2

方法・技術

科目

〈社･精〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ 2
18

〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 〈社･精〉 社会福祉調査法 2 〈精〉 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 〈精〉 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2

技術演習・

実習科目

〈社･精〉 ソーシャルワーク演習Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅲ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅳ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅴ 1 〈精〉 ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 1 〈精〉 ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 1

30

〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 2 〈精〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅵ 2 〈精〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅶ 2

〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 〈精〉 ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 1 〈精〉 ソーシャルワーク実習Ⅲ 4

〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅱ 4

〈精〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅴ 2

専門領域科目

〈精〉 精神保健学Ⅰ 2 〈精〉 精神保健学Ⅱ 2 〈精〉 精神障害リハビリテーション論 2 〈精〉 精神医学Ⅱ 2

16〈精〉 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 〈精〉 精神医学Ⅰ 2 〈精〉 精神保健福祉制度論 2

〈精〉 精神保健福祉の原理Ⅱ 2

専門展開科目 0

保育に

関する科目
0

専門演習・

卒業論文

◎〈卒〉 基礎演習 2 ◎〈卒〉 専門演習Ⅰ 2 ◎〈卒〉専門演習Ⅱ 4
12

卒業論文 4

小計 14 13 16 14 19 22 3 15 116

共
通
科
目

基
幹
科
目

ライフデザイン ◎キリスト教学Ⅰ 2 ◎キリスト教学Ⅱ 2 4

30

リテラシー

◎英語Ⅰ 1 ◎英語Ⅲ 1

12

◎英語Ⅱ 1 ◎英語Ⅳ 1

外国語４単位

◎[遠隔]スタディスキルⅠ

(基礎・学びの基本)
1

◎[遠隔]データリテラシー 2

◎ヘルスリテラシー 1

教
養
科
目

人文科学 ４単位分を選択 4

社会科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

自然科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

超域科学
生命倫理学 2

2

GLA 0

小計 10 6 6 8 0 0 0 0 30

合計 24 19 22 22 19 22 3 15
146 146

年次合計 43 44 41 18

※◎は必修科目を表す。

※毎年度の開講科目の調整や各自の単位修得状況により、必ずしも本履修モデルとおりの履修が可能とは限らない。各自で卒業要件及び時間割を参照の上、履修計画を立てること。

※卒業に必要な科目の単位を修得できなかった場合は、翌年度以降に再履修すること。その際、各自で履修計画を再検討すること。

※共通科目基幹科目のうち、必修英語4単位以外の外国語については、各自で卒業要件を確認すること。

《履修モデル２》社会福祉士・精神保健福祉士受験資格取得履修モデル

人間科学部
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養成する人材像：社会福祉士受験資格および保育士を取得して専門職として、また、社会福祉の専門的知識と技術を生かして社会に貢献する人材を養成する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
小計 合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基本科目

◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅰ 2 ◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅱ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅰ 2 〈社･精〉 地域福祉論Ⅱ 2 〈社〉 医療福祉論 2 〈社〉 公的扶助論 2 〈社〉 司法福祉論 2 〈社〉 社会理論と社会システム 2

40

138

〈社･精〉 医学一般Ⅰ 2 〈実習要件･保〉 子ども家庭福祉論Ⅱ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅰ 2 〈社･精〉 社会保障論Ⅱ 2 〈社･精〉 権利擁護と成年後見制度 2

〈社･保〉 子ども家庭福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 障害者福祉論Ⅱ 2 〈社〉 福祉サービスの組織と経営 2

〈社･精〉 障害者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 高齢者福祉論Ⅱ 2

〈社〉 高齢者福祉論Ⅰ 2

〈社･精〉 心理学理論と心理的支援 2

方法・技術

科目

〈社･精〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ 2
14

〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 〈社･精〉 社会福祉調査法 2

技術演習・

実習科目

〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅲ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅳ 1 〈社〉 ソーシャルワーク演習Ⅴ 1

17〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 2 〈社〉 ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 2

〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワーク実習Ⅱ 4

専門領域科目
〈保〉 社会的養護Ⅰ 2 〈保〉 子どもの健康と安全 1 〈保〉 社会的養護Ⅱ 1 〈保〉 家族福祉論 2

8
〈保〉 障害児保育論 2

専門展開科目 〈保〉 発達心理学Ⅰ 2 2

保育に

関する科目

〈保〉 保育原理 2 〈保〉 保育者論 2 〈保〉 保育内容(言葉) 2 〈保〉 保育実習指導Ⅰ 2 〈保〉 保育内容(環境) 2 〈保〉 子どもの食と栄養 2

49

〈保〉 乳児保育Ⅰ 2 〈保〉 乳児保育Ⅱ 1 〈保〉 保育内容(表現) 2 〈保〉 保育実習Ⅰ 4 〈保〉 保育実習指導Ⅱ・Ⅲ 1 〈保〉 保育実践演習 2

〈保〉 保育内容総論 2 〈保〉 子どもの保健 2 〈保〉 幼児と表現（音楽） 1 〈保〉 発達心理学Ⅱ 2 〈保〉 保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲ 2 〈保選択〉 造形基礎 1

〈保〉 幼児と表現（造形） 1 〈保〉 カリキュラム論 2 〈保〉 教育の理念と歴史 2 〈保〉 子育て支援 1 〈保〉 幼児と健康 1 〈保〉 保育内容(健康) 2

〈保選択〉 音楽基礎 1 〈保〉 幼児と言葉 1 〈保〉 音楽（アンサンブル） 1

〈保〉 子どもの理解と援助 1 〈保選択〉 保育内容(人間関係) 2

専門演習・

卒業論文

◎〈卒〉 基礎演習 2 ◎〈卒〉 専門演習Ⅰ 2 ◎〈卒〉専門演習Ⅱ 4
8

小計 16 13 19 18 22 22 11 17 138

共
通
科
目

基
幹
科
目

ライフデザイン ◎キリスト教学Ⅰ 2 ◎キリスト教学Ⅱ 2 4

29

リテラシー

◎英語Ⅰ 1 ◎英語Ⅲ 1

12

◎英語Ⅱ 1 ◎英語Ⅳ 1

外国語２単位 外国語２単位

◎[遠隔]スタディスキルⅠ

(基礎・学びの基本)
1

◎[遠隔]データリテラシー 2

◎ヘルスリテラシー 1

教
養
科
目

人文科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

社会科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

自然科学 ４単位分を選択 4

超域科学
スポーツ学B 1

1

GLA 0

小計 10 7 2 4 0 0 4 2 29

合計 26 20 21 22 22 22 15 19
167 167

年次合計 46 43 44 34

※◎は必修科目を表す。

※毎年度の開講科目の調整や各自の単位修得状況により、必ずしも本履修モデルとおりの履修が可能とは限らない。各自で卒業要件及び時間割を参照の上、履修計画を立てること。

※卒業に必要な科目の単位を修得できなかった場合は、翌年度以降に再履修すること。その際、各自で履修計画を再検討すること。

※共通科目基幹科目のうち、必修英語4単位以外の外国語については、各自で卒業要件を確認すること。

《履修モデル３》社会福祉士受験資格・保育士資格取得履修モデル
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養成する人材像：社会福祉の知識と技術を幅広く修得し、社会に貢献する人材を養成する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
小計 合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基本科目

◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅰ 2 ◎〈卒･社〉 社会福祉原論Ⅱ 2 〈社･精〉 障害者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 障害者福祉論Ⅱ 2

18

96

〈社･保〉 子ども家庭福祉論Ⅰ 2 〈実習要件･保〉 子ども家庭福祉論Ⅱ 2 〈社〉 高齢者福祉論Ⅰ 2 〈実習要件〉 高齢者福祉論Ⅱ 2

〈社･精〉 医学一般Ⅰ 2

方法・技術

科目

〈社･精〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 〈社〉 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 手話 1 点字 1
10

〈社･精〉 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 介護概論 2

技術演習・

実習科目

〈社･精〉 ソーシャルワーク演習Ⅰ 1 海外福祉実習 2 福祉情報演習Ⅰ 2 福祉情報演習Ⅱ 2
7

専門領域科目

障害者スポーツ実技 1 障害者スポーツ論 2 福祉英会話 2 学校ソーシャルワーク論 2 障害児教育論 2 障害児心理学 2 福祉情報ネットワーク論 2 福祉環境論 2

27
福祉情報処理 2 介護予防トレーニング演習 1 高齢者の心理とケア 2 福祉工学Ⅱ 2

子どもの健康と安全 1 福祉工学Ⅰ 2

精神保健学Ⅰ 2

専門展開科目

身体動作学 2 レクリエーション活動論 2 スポーツ衛生学 2 臨床社会心理学 2 組織マネジメント論 2 ジェンダー論 2

22ディスアビリティ・スタディーズ（障害学) 2 臨床心理学 2 自然体験活動論 2 国際福祉論 2

社会政策論 2

保育に

関する科目
0

専門演習・

卒業論文

◎〈卒〉 基礎演習 2 ◎〈卒〉専門演習Ⅰ 2 ◎〈卒〉専門演習Ⅱ 4
12

卒業論文 4

小計 15 11 15 15 14 12 4 10 96

共
通
科
目

基
幹
科
目

ライフデザイン ◎キリスト教学Ⅰ 2 ◎キリスト教学Ⅱ 2 4

28

リテラシー

◎英語Ⅰ 1 ◎英語Ⅲ 1

12

◎英語Ⅱ 1 ◎英語Ⅳ 1

外国語４単位

◎[遠隔]スタディスキルⅠ

(基礎・学びの基本)
1

◎[遠隔]データリテラシー 2

◎ヘルスリテラシー 1

教
養
科
目

人文科学 ４単位分を選択 4

社会科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

自然科学 ２単位分を選択 ２単位分を選択 4

超域科学 0

GLA 0

小計 10 4 4 6 2 2 0 0 28

合計 25 15 19 21 16 14 4 10
124 124

年次合計 40 40 30 14

※◎は必修科目を表す

※毎年度の開講科目の調整や各自の単位修得状況により、必ずしも本履修モデルとおりの履修が可能とは限らない。各自で卒業要件及び時間割を参照の上、履修計画を立てること。

※卒業に必要な科目の単位を修得できなかった場合は、翌年度以降に再履修すること。その際、各自で履修計画を再検討すること。

※共通科目基幹科目のうち、必修英語4単位以外の外国語については、各自で卒業要件を確認すること。

《履修モデル４》共生社会履修モデル
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